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前
世
紀
末、
映
画
が
わ
れ
わ
れ
の
前
に
現
わ
れ
て
か
ら
今
日

す
で
僅
か
六
十
年
足
ら
ず
で
あ
り
ま
す
が、
そ
の
発
展
の
跡
は

ま
こ
と
に
目
ざ
ま
し
い
も
の
で、
そ
こ
に
棧
さ
れ
た
名
作
の
数

々
は
二
十
世
紀
世
界
文
化
の
貴
重
な
縮
図
で
あ
る
と
い
つ
て
も

い
い
す
ぎ
で
は
あ
り
ま
す
ま
い。
し
か
し
貴
重
な
文
化
財
で
あ

ろ
映
画
も、
多
く
の
場
合、
商
品
と
し
て
あ
っ
か
わ
れ、
一
定

期
間
の
典
行
を
終
え
る
と、
わ
れ
わ
れ
の
前
か
ら
姿
を
消
し、

そ
の
保
存
と
か
後
日
の
活
用
と
か
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
格
別

の
考
慮
も
払
わ
れ
な
い
の
が
常
で
あ
り
ま
し
た。

国
立
近
代
美
術
館
で
は、
設
立
以
来
同
館
内
に
定
員
約
百
名

の
映
写
室
を
も
っ
、
フ
ィ
ル
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
設
け、
内

外
古
今
の
優
秀
映
画
の
収
集
保
存
な
ら
び
に
そ
の
活
用
に
つ
い
．

て
努
力
い
た
し
て
お
り
ま
す。

今
月
は、
美
術
映
画
を
主
と
し
て、
次
の
映
画
及
び
美
術
幻

燈
画
を
上
映
い
た
し
ま
す。

-

昭
和
二
十
六
年
度
教
育
映
画
文
部
大
臣
賀

n
ン
ク
ー
ル
受
菌
作
品

企
画・
製
作

朝

日

新

聞

社

援
影・
編
集・
録
音

日

本

映

画

社

今
か
ら
八
百
年
の
昔．
藤
原
清
衡、
基
衡、
秀
衡、
の
三
代、

百
年
の
長
き
に
わ
た
り
漉
洲
中
国
南
方
地
方
の
文
物
ま
で
と
り

い
れ
て
東
北
地
方
に
一
大
文
化
都
市、
平
泉
を
つ
く
り
ま
し

こ。
キ
ー

平
泉
の
近
く
に
あ
ろ
辟
束
山
に
は
一
万
本
の
桜
を
植
え
今
で

も
残
っ
て
い
ろ
大
泉
池
の
心
耳
形
の
池
に
は
橋
を
か
け
舟
を
浮

ペ
て
月
に
花
に
紅
葉
に
詩
歌
管
絃
に
耽
っ
た
と
言
れ
て
い
ま

す。そ
の
当
時
京
都
の
人
口
が
十
五
万
だ
っ
た
の
に
対
し
平
泉
の

人
口
が一一
十
万
あ
っ
た
の
を
見
て
屯
そ
の
繁
栄
の
旧
ど
が
し
の

ば
れ
ま
す。

然
し
今
は
そ
の
す
ぺ
て
が
亡
ぴ
去
つ
て
中
尊
寺
の
金
色
堂
と

経
蔵
が
わっ
か
に
残
っ
て
い
る
の
み
で
す、
そ
し
て
こ
の
金
色

堂
内
陣
の
須
弥
檀
の
下
に
は
今
も
な
お
藤
原
親
子
四
代
の
追
骸

が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す。
昭
和
二
十
五
年
三
月
朝
日
新
聞
社
が

平
泉
の
院
を
と
こ
う
と
し
て
学
術
調
査
団
を
派
述
し
親
子
四
代

中

尊

寺

フ
ィ
ル
ム
。

ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て

の
ミ
イ
ラ
に
科
学
の
メ
ス
を
加
え
数
々
の
牧
穫
を
あ
げ
ま
し

た。
こ
の
映
画
は
こ
の
時
の
記
録
と
当
時
の
ニ
ュ
ー
ス
と
を
編

集
し
て
製
作
し
ャ
貴
霊
な
映
画
で
あ
り
ま
す。
2

六
ミ
リ）

ド
イ
ツ
ゴ
シ
ッ
ク
末
期
の
画
家
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ロ
ッ
ホ
ナ

ー
は
一
四
0
0
年
頃
ボ
ー
デ
ン
湖
畔
の
メ
ー
ル
ス
プ
ル
ク
に
生

れ
た。
三
十
オ
の
頃
ラ
イ
ン
河
下
流
の
ケ
ル
ン
市
に
移
り
そ
こ

の
画
匠
粗
合
長
を
勤
め
の
ち
に
は
市
会
議
員
と
な
っ
た。
ド
イ

ツ
の
フ
ラ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
敬
虔

な
宗
教
的
感
情
を
表
現
し
て
い
る
が
同
時
に
ケ
ル
ン
市
民
と
し

て
の
現
実
へ
の
目
覚
め
が
現
わ
れ
て
き
て
い
る。
ヶ
ル
ン
本
寺

の
ド
ー
ム
の
祭
壇
画
の
様
に、
マ
リ
ア
の
顔
に
出
人
間
的
な
表

柄
が
諒
め
ら
れ、
衣
服、
装
飾
品
も
写
実
的
に
描
写
さ
れ
た。

そ
の
他
の
代
表
作
た
る
「
バ
ラ
の
離
の
罪
母」
に
し
て
も、「
最

後
の
審
判」
に
し
て
出
中
世
的
な
形
式
の
上
に
槻
上
の
生
活
に

ね
ざ
し
た
喜
び
や
悲
し
み、
怖
れ
や
祈
り
が
美
し
い
色
彩
を
通

じ
て
顎
ら
れ
初
め
て
い
る
0

の
ち
に
ケ
ル
ン
を
訪
れ
た
ア
ル
プ

＞
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
(14
71
ー1528)
は
彼
の
画
に
深
く
感
激

し
た
旨
日
記
に
害
ぎ
の
こ
し
て
い
る。
ヶ
ル
ン
派
の
代
表
と
し

て
一
四
五
一
年
当
市
を
製
っ
た
ペ
ス
ト
に
よ
つ
て
逝
い
た。（一

六
ミ
リ＞

G
.
B
•
ア
ニ
メ
イ
シ
ョ
ン
会
社

製
作

デ
ヴ
ィ
ッ
ト
D・
ハ
ン
ド

こ
れ
ほ「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド」「
ロ
ン
ド
ン
J「
ウ
H

ー
ル
ズ
の
幻

想」
等
の
イ
ギ
リ
ス
各
地
方
の
民
陥
民
話
に
版
材
し
た
短
篇
色

彩
ス
ケ
ッ
チ
・
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
で
す。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
風
光
を
水
彩
両
風
の
天
然
色
で、
男
声

合
唱
の
伴
奏
と
共
に
美
し
く
紹
介
し、
犬
の
夢
物
語
と
し
て、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
特
の
ス
カ
ー
ト
を
は
い
た
犬
の
兵
隊
が、

猫
の
宮
殿
に
押
し
か
け、
隊
長
が
ト
リ
ッ
ク
に
か
し
つ
て
苦
し

め
ら
れ
た
り、
叉
有
名
な
楽
器
「
バ
グ
パ
イ
パ
ー」
が
ス
バ
イ

ダ
ー
（
く
も）
か
ら
出
来
た
と
い
う
民
話
ゃ、「
螢
の
光」
に
送

ら
れ
ろ
賑
や
か
な
年
越
風
景
等
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
風
習
も
う

か
が
わ
れ
ち
楽
し
い
色
彩
映
画
で
す。（
エ
恋）

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
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シ
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文
部
省
製
作
美
術
幻
燈
画

文
部
省
で
ば一
般
の
方
の
美
術
鑑
賞
に
衰
す
る
た
め
昭
和
廿

五
年
か
に
現
在
ま
で
引
続
き
左
記
の
よ
う
た
美
術
幻
燈
画
を
製

作
し
て
お
h
ま
す。
こ
れ
ら
の
美
術
幻
燈
画
を
二
月
の
上
映
計

画
に
の
せ
映
圃
の
ほ
か
に
適
宜
選
択
し
て
一
日
一
回
上
映
し
ま

す。

天
然
色）
―
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

△
泰
西
名
画
集
（
第＝
集
――
十
九
世
紀
ー
印
象
祇

二
十
四
駒

嘉
門
安
雄
氏
編
集
解
説、
一
は
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
絵
両
の
特
色

を、
-

lー
は
十
九
世
紀
か
ら
現
代
絵
画へ
の
歩
み
を
示
す。

△
浮
世
絵
名
作
集
（
叡

覧）
l

及
び
ニ
――
十
四
駒

高
橋
誡一
郎
氏
が
そ
の
秘
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
撰
収

解
説
さ
れ
た
も
の
で、
惇
世
絵
芸
術
発
展
の
跡
を
ナ
ど
り
つ
A

名
作
を
鑑
賞
し
得
る。

△
彫
刻
の
鑑
賞

（
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム）

三
十
駒

ミ
ロ
の
グ
イ
ナ
ス
、
ロ
ダ
ン
の
バ
ル
ザ
ッ
ク
像
等
西
洋
彫
刻

名
作
六
点
を
多
角
的
に
撮
影
収
載、
編
集
解
説
今
泉
篤
男・
菊

池一
雄
両
氏。

△
日
本
彫
刻
の
鑑
賞

（
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
）

三
十
三
駒

編
集
解
説
菊
池．一
雄
氏、
古
代
よ
り
鎌
倉
時
代
に
至
ろ
H
本

彫
刻
の
代
表
作
を
収
め
ろ。

△
芸
術
院
会
員
洋
画
作
品
集
（
応
量
讐

△
文
部
省
巡
回
美
術
展
作
品
集
（
戸
事
鯰）

G
な
お
幻
燈
画
は
当
館
売
店
で
頌
布
し
て
い
ま
す〉

な
お、
開
設
以
来
上
映
し
た
映
画
は
次
の
と
お
り
で
す。
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な
お、
開
設
以
来
上
映
し
た
映
画
は
次
の
と
お
り
で
す。
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彫
刻
の
代
表
作
宏
収
め
る

天
然
色

△
芸
術
院
会
員
洋
画
作
品
集
（
第一
集

△
文
部
省
巡
回
美
術
展
作
品
集
（
第
二
集）

（
な
お
幻
橙
画
は
当
館
売
店
で
頌
布
し
て
い
ま
す）
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